
ディープラーニングにより、目視検査の自働化を実現。
従来の画像解析手法における労力や精度の課題も克服することで、
工場の生産性を向上させます。
工場の目視検査における課題とAIによる解決策

ディープラーニングにより、キズや
汚れなどの特徴量を自動的に発見、
学習できるため、パラメータ設定に
かかる時間と労力を最小限にする
ことができます。
また、パターン認識など、従来の
画像解析手法が適用できない、
個体差のある製品にも対応する
ことが可能です。

ディープラーニングによる
解決

全てを“人の目”に依存する工場の
目視検査は、膨大な時間と労力がか
かるだけでなく、検査員の能力差や
疲労の度合いにより作業の品質に
バラツキが出るなどの課題があり
ました。
しかし、目視検査を従来の画像解析
手法によって自動化したいと思っても、
パラメータ設定に時間と労力が
かかる、また、個体差や汚れにより
期待した精度が得られないなどの
問題がありました。

目視検査の現状と課題
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マシンビジョン（画像を使った検査）における課題　　　　　　　

目視検査における現状と課題
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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①撮像データから自動的に特徴量抽出
②機械学習による定義の更新

現場で
定義更新

傾向を学習

熟練 Bさん新人 Aさん

製品

製品

製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品 製品

製品
製品 製品 製品 製品

製品製品 製品

製品 製品 製品 製品 製品 製品

システム構成例

スピードが求められる画像分析をエッジ側に、スケーラビリティが必要な学習機能をクラウド側に配置することで、より柔軟な処理を可能にし、様々な
制御要件に対応します。（全てオンプレミスにて構築することも可能です）

実現イメージと期待効果

生産拠点
生産ライン

撮像

センサ カメラ

検査員 結果出力

産業ロボット 設備連携

Edge

Internet Internet

インタフェース

データ受信 データ蓄積

分析/管理

本社機能

分析者

AI学習予測モデル管理

品質管理者 実績登録

AI解析

Cloud

制御

検査

実績

検査にかかる時間と労力が
抑えられます

製品品質を均質化することが
できます 運用を省力化、簡素化できます

：本ソリューションのご提供範囲

検査工程の自働化により・・・

本ソリューションの導入により、検査にかかる時間や労力を抑えるだけでなく、製品品質の均質化や運用の省力化、簡素化などが期待できます。

Before

After

作業をAIに任せると・・・ 特徴量の抽出をAIに任せれば・・・

● 人手による全数検査

● AIモデルによる一次検査
● 一次検査において不良の判定が出た製品のみ、人手により検査

Before

After

● 検査結果は検査員に依存 Before

After

● 専門家によるパターン定義（設計/開発)

● 機械判定による均一な検査作業の継続 ● データから特徴量を抽出 （＝ディープラーニング） 
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